
(57)【要約】

【課題】低コストで確実にプラテンからフレームへの振

動伝達を防止し、印字ヘッドとプラテンの間隔を高精度

に確保できるものとする。

【解決手段】プラテン５０は焼付けで接合された弾性ブ

ロック５５を介してサブフレームのフランジ部４６に支

持される。弾性ブロックは、雌ネジを備えるインサート

６０を弾性材のブロック本体５７に埋め込んでなり、イ

ンサートはブロック本体とプラテンとの接合面からは離

間している。インサート６０の下端面をフランジ部４６

に当接させて固定ネジ５８で結合することにより、弾性

ブロック５５がサブフレームに固定されるとともに、イ

ンサート６０はプラテン５０と直接接続していないから

、プラテン５０の振動は弾性ブロック５５で減衰され大

きな印字音を発生させない。固定ネジ５８の締め付けで

ブロック本体５７が撓むことがないので、印字ヘッド７

６とプラテン５０間の間隙が変動しない。

【選択図】　　　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
印 字 ヘ ッ ド と 、 印 字 ヘ ッ ド の ス ト ロ ー ク 方 向 に 印 字 ヘ ッ ド に 対 向 し て 延 び る プ ラ テ ン と を
備 え 、 印 字 ヘ ッ ド の イ ン パ ク ト 力 に よ り 印 字 ヘ ッ ド と プ ラ テ ン 間 の 用 紙 に 印 字 す る イ ン パ
ク ト プ リ ン タ に お い て 、
前 記 プ ラ テ ン は そ の 両 端 に 接 合 さ れ た 弾 性 ブ ロ ッ ク を 介 し て フ レ ー ム に 支 持 さ れ 、
前 記 弾 性 ブ ロ ッ ク は 、 弾 性 材 の ブ ロ ッ ク 本 体 と 、 該 ブ ロ ッ ク 本 体 に 結 合 す る と と も に 前 記
フ レ ー ム と 当 接 す る 当 接 面 を 備 え る 固 定 用 部 材 と か ら な り 、 該 固 定 用 部 材 は 前 記 ブ ロ ッ ク
本 体 と 前 記 プ ラ テ ン と の 接 合 面 か ら は 離 間 し て お り 、
前 記 固 定 用 部 材 と 前 記 フ レ ー ム と を 連 結 部 材 で 結 合 す る こ と に よ り 、 前 記 弾 性 ブ ロ ッ ク が
前 記 フ レ ー ム に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る イ ン パ ク ト プ リ ン タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 弾 性 ブ ロ ッ ク は 、 前 記 プ ラ テ ン の 前 記 印 字 ヘ ッ ド と 対 向 す る 面 と 反 対 側 の 裏 面 に 焼 付
け で 接 合 さ れ 、
前 記 固 定 用 部 材 は 、 前 記 接 合 面 と 反 対 側 の 面 に 前 記 当 接 面 を 備 え て 、 該 当 接 面 を 前 記 フ レ
ー ム に 載 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の イ ン パ ク ト プ リ ン タ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 固 定 用 部 材 は 、 前 記 ブ ロ ッ ク 本 体 に 鋳 込 ま れ た イ ン サ ー ト で あ り 、
該 イ ン サ ー ト に は 前 記 当 接 面 に 開 口 す る 雌 ネ ジ が 形 成 さ れ 、
前 記 フ レ ー ム に は 、 前 記 雌 ネ ジ に 対 応 す る ネ ジ 穴 が 形 成 さ れ 、
前 記 連 結 部 材 が 、 前 記 ネ ジ 穴 か ら イ ン サ ー ト の 前 記 雌 ネ ジ に ね じ 込 ま れ て 前 記 イ ン サ ー ト
と フ レ ー ム を 結 合 す る 固 定 ネ ジ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の イ ン パ ク
ト プ リ ン タ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 固 定 用 部 材 は 、 前 記 ブ ロ ッ ク 本 体 に 接 合 さ れ た 板 部 と 、 該 板 部 か ら 外 方 に 延 び る 雄 ネ
ジ と か ら な り 、
前 記 フ レ ー ム に は 、 前 記 雌 ネ ジ に 対 応 す る ネ ジ 穴 が 形 成 さ れ 、
前 記 連 結 部 材 が 、 前 記 ネ ジ 穴 に 挿 し 込 ま れ た 前 記 雄 ネ ジ に ね じ 込 ま れ て 前 記 板 部 と フ レ ー
ム を 結 合 す る ナ ッ ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の イ ン パ ク ト プ リ ン タ
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 イ ン パ ク ト 方 式 を 用 い て 用 紙 に 印 字 を 行 う イ ン パ ク ト プ リ ン タ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ３ ７ ９ １ ７ 号 公 報
イ ン パ ク ト 方 式 を 用 い て 用 紙 に 印 字 を 行 う イ ン パ ク ト プ リ ン タ と し て 、 イ ン パ ク ト ド ッ ト
プ リ ン タ 、 デ ジ ー ホ イ ー ル プ リ ン タ 、 あ る い は タ イ プ ラ イ タ 等 が あ る 。 例 え ば イ ン パ ク ト
ド ッ ト プ リ ン タ で は 、 複 数 の ワ イ ヤ ピ ン を 備 え る 印 字 ヘ ッ ド を プ ラ テ ン に 対 向 さ せ 、 両 者
の 間 に 用 紙 を セ ッ ト す る こ と に よ り 、 用 紙 を 裏 支 え し て ワ イ ヤ ピ ン の イ ン パ ク ト 力 に よ り
印 字 す る 。
こ の よ う に 用 紙 を 裏 支 え す る プ ラ テ ン は 、 従 来 、 そ の 両 端 を イ ン パ ク ト プ リ ン タ の フ レ ー
ム に 直 接 ネ ジ で 固 定 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
印 字 ヘ ッ ド に よ り 印 字 す る 際 に は 、 ワ イ ヤ ピ ン が 用 紙 を 介 し て プ ラ テ ン を 叩 く の で 、 こ れ
に よ り プ ラ テ ン が 振 動 す る 。 し か し 、 従 来 の イ ン パ ク ト プ リ ン タ で は プ ラ テ ン が フ レ ー ム
に 直 接 ネ ジ で 固 定 さ れ て い た の で 、 プ ラ テ ン の 振 動 が 金 属 板 で 構 成 さ れ た フ レ ー ム に 伝 達
さ れ 、 大 き な 印 字 音 に 増 幅 さ れ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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こ の 対 策 と し て 、 図 ９ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 プ ラ テ ン ８ ０ と フ レ ー ム ８ ２ の 間 に ゴ ム 等
の 弾 性 体 ８ ４ を 挟 ん で 印 字 ヘ ッ ド ７ ６ と プ ラ テ ン ８ ０ の 間 隔 が 設 定 値 Ｇ と な る よ う に ネ ジ
止 め す る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し 、 ネ ジ ８ ６ の 締 め 込 み 量 に よ っ て は 、 （ ｂ ） の よ う に
、 弾 性 体 ８ ４ が 撓 ん で し ま い 、 そ の 撓 み 量 の た め 印 字 ヘ ッ ド ７ ６ と プ ラ テ ン ８ ０ と の 間 隔
が 変 動 す る の で 、 間 隔 Ｇ ’ と な り 、 目 標 値 Ｇ の 精 度 が 確 保 で き な く な り 、 と く に 複 数 枚 を
重 ね て 印 字 す る 場 合 、 印 字 ヘ ッ ド か ら 一 番 遠 く な る プ ラ テ ン 側 の 印 字 品 質 が 悪 化 す る と い
う 問 題 が あ る 。 ま た 、 プ ラ テ ン ８ ０ と フ レ ー ム ８ ２ の 間 に 弾 性 体 ８ ４ を 挟 ん で い て も 、 ネ
ジ ８ ６ 自 体 が プ ラ テ ン ８ ０ と フ レ ー ム ８ ２ の 両 者 に 連 結 あ る い は 接 触 し て い る の で 、 振 動
遮 断 の 効 果 も 期 待 で き な い 。
一 方 、 弾 性 体 ８ ４ の 撓 み 量 を 一 定 と す る た め に 、 図 ９ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ス リ ー ブ ８
７ を 設 け て 、 ス リ ー ブ ８ ７ を 貫 通 さ せ た ネ ジ ８ ６ で 連 結 す る と 、 プ ラ テ ン ８ ０ と フ レ ー ム
８ ２ が ス リ ー ブ ８ ７ に よ っ て 直 接 結 合 さ れ た と 同 じ こ と に な り 、 大 き な 印 字 音 を 発 生 さ せ
て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 例 え ば 特 開 平 １ ０ － ３ ３ ７ ９ １ ７ 号 公 報 に は 、 ゴ ム ブ ロ ッ ク を 用 い て 振 動 遮 断 を
図 り 、 か つ 印 字 ヘ ッ ド と プ ラ テ ン の 間 隔 の 精 度 を 確 保 し よ う と す る 提 案 が な さ れ て い る 。
こ の 従 来 例 で は 、 図 １ ０ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 プ ラ テ ン ９ ０ の 両 端 に そ れ ぞ れ ネ ジ ９ ４
に よ り ゴ ム ブ ロ ッ ク ９ ２ が 装 着 さ れ 、 ゴ ム ブ ロ ッ ク ９ ２ は さ ら に ２ 組 の ネ ジ ９ ５ お よ び ナ
ッ ト ９ ６ に よ り フ レ ー ム ９ ７ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ゴ ム ブ ロ ッ ク ９ ２ に は 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 各 ネ ジ を 通 す １ 本 の ス リ ー ブ ９ ８ 、 ２ 本 の
ス リ ー ブ ９ ９ が 設 け ら れ て お り 、 ネ ジ ９ ４ が プ ラ テ ン ９ ０ に ネ ジ 込 ま れ て も 、 ゴ ム ブ ロ ッ
ク ９ ２ の 厚 み 方 向 の 撓 み は ス リ ー ブ ９ ８ の 長 さ で 一 定 に 規 制 さ れ る 。 同 様 に 、 ゴ ム ブ ロ ッ
ク ９ ２ の 横 方 向 の 撓 み も ス リ ー ブ ９ ９ の 長 さ に よ っ て 一 定 に 規 制 さ れ る 。 そ し て 、 プ ラ テ
ン ９ ０ に ネ ジ 込 ま れ た ネ ジ ９ ４ と ゴ ム ブ ロ ッ ク ９ ２ を フ レ ー ム ９ ７ に 取 り 付 け る ネ ジ ９ ５
と を 直 接 接 触 さ せ な い こ と に よ り 、 プ ラ テ ン ９ ０ の 振 動 を ゴ ム ブ ロ ッ ク ９ ２ で 減 衰 さ せ 、
フ レ ー ム ９ ７ へ の 伝 達 を 防 止 し よ う と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 特 開 平 １ ０ － ３ ３ ７ ９ １ ７ 号 公 報 の 従 来 技 術 で は 、 ゴ ム ブ ロ ッ ク ９ ２
を プ ラ テ ン ９ ０ に 装 着 し フ レ ー ム ９ ７ に 取 り つ け る た め に ３ 本 の ネ ジ と ３ 本 の ス リ ー ブ が
必 要 と な り 、 部 品 点 数 お よ び コ ス ト の 増 大 を 招 く と い う 問 題 が あ る 。
ま た 、 同 じ く 部 品 点 数 が 多 く 、 し か も ネ ジ ９ ４ 、 ９ ５ の 挿 し 込 み 方 向 が 異 な る た め 、 組 み
立 て に も 手 間 が か か る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し た が っ て 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み 、 低 コ ス ト で 確 実 に プ ラ テ ン か ら フ レ ー ム
へ の 振 動 伝 達 を 防 止 し 、 印 字 ヘ ッ ド と プ ラ テ ン の 間 隔 を 高 精 度 に 確 保 で き る イ ン パ ク ト プ
リ ン タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の た め 本 発 明 は 、 イ ン パ ク ト プ リ ン タ の プ ラ テ ン が そ の 両 端 に 接 合 さ れ た 弾 性 ブ ロ ッ ク
を 介 し て フ レ ー ム に 支 持 さ れ 、 弾 性 ブ ロ ッ ク は 、 弾 性 材 の ブ ロ ッ ク 本 体 と 、 該 ブ ロ ッ ク 本
体 に 結 合 す る と と も に フ レ ー ム と 当 接 す る 当 接 面 を 備 え る 固 定 用 部 材 と か ら な り 、 そ の 固
定 用 部 材 と フ レ ー ム と を 連 結 部 材 で 結 合 す る こ と に よ り 、 弾 性 ブ ロ ッ ク が フ レ ー ム に 固 定
さ れ て い る も の と し た 。 そ し て 、 固 定 用 部 材 は ブ ロ ッ ク 本 体 と プ ラ テ ン と の 接 合 面 か ら は
離 間 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
プ ラ テ ン に 弾 性 ブ ロ ッ ク を 接 合 し 、 ブ ロ ッ ク 本 体 に 結 合 さ れ た 固 定 用 部 材 が フ レ ー ム と 当
接 す る 当 接 面 を 備 え て い る の で 、 固 定 用 部 材 と フ レ ー ム と を 連 結 部 材 で 結 合 す る だ け で 、
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弾 性 ブ ロ ッ ク を 介 し て プ ラ テ ン を フ レ ー ム に 支 持 で き る 。 ま た 、 固 定 用 部 材 は ブ ロ ッ ク 本
体 と プ ラ テ ン と の 接 合 面 か ら は 離 間 し て 、 直 接 プ ラ テ ン と は 接 続 し て い な い か ら 、 プ ラ テ
ン の 振 動 は 弾 性 ブ ロ ッ ク で 減 衰 さ れ 、 印 字 音 の 発 生 が 有 効 に 防 止 さ れ る 。
そ し て 、 固 定 用 部 材 の フ レ ー ム へ の 取 り 付 け 態 様 に よ っ て ブ ロ ッ ク 本 体 が 撓 む こ と も な い
の で 、 弾 性 ブ ロ ッ ク の 高 さ 寸 法 が 変 化 せ ず 、 印 字 ヘ ッ ド と プ ラ テ ン 間 の 間 隙 を 高 精 度 の も
の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 に よ り 説 明 す る 。
図 １ は 第 １ の 実 施 例 に か か る イ ン パ ク ト プ リ ン タ の 内 部 構 造 を 一 部 上 下 に 分 離 し て 示 す 概
略 斜 視 図 で あ る 。
ベ ー ス ユ ニ ッ ト １ ０ は 下 部 フ レ ー ム ２ ０ に 固 定 さ れ た テ ー ブ ル １ ２ を 備 え 、 テ ー ブ ル １ ２
に は 、 プ ラ テ ン ５ ０ が 臨 む ス リ ッ ト 状 の 開 口 １ ４ と 、 用 紙 送 り ロ ー ラ ３ ２ が 臨 む 矩 形 の 開
口 １ ６ と が 設 け ら れ て い る 。 図 中 、 左 手 前 が 用 紙 挿 入 口 と な り 、 ス リ ッ ト 状 の 開 口 １ ４ は
用 紙 送 り 方 向 に 対 し て 直 角 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ベ ー ス ユ ニ ッ ト １ ０ の 上 側 に 設 置 さ れ る プ リ ン タ 機 構 ユ ニ ッ ト ７ ０ は 、 上 部 フ レ ー ム ７ ２
の 下 端 部 に ベ ー ス ユ ニ ッ ト １ ０ の テ ー ブ ル １ ２ に 対 し て 所 定 の 間 隙 を も っ て 対 向 さ せ る ガ
イ ド プ レ ー ト ７ ４ を 備 え 、 ガ イ ド プ レ ー ト ７ ４ の 上 側 に 印 字 ヘ ッ ド ７ ６ を 備 え て い る 。 印
字 ヘ ッ ド ７ ６ は 、 用 紙 送 り 方 向 に 対 し て 直 角 方 向 に 上 部 フ レ ー ム ７ ２ に 張 り 渡 さ れ た ガ イ
ド ロ ッ ド ７ ８ に そ っ て ス ト ロ ー ク 可 能 と な っ て い る 。
す な わ ち 、 プ ラ テ ン ５ ０ は 印 字 ヘ ッ ド ７ ６ の ス ト ロ ー ク 方 向 に 印 字 ヘ ッ ド ７ ６ に 対 向 し て
延 び て お り 、 印 字 ヘ ッ ド ７ ６ の イ ン パ ク ト 力 に よ り 印 字 ヘ ッ ド ７ ６ と プ ラ テ ン ５ ０ 間 の 用
紙 に 印 字 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ は 、 ベ ー ス ユ ニ ッ ト １ ０ の テ ー ブ ル １ ２ を 取 り 外 し て 下 部 フ レ ー ム ２ ０ の 内 側 を 示 す
図 で あ る 。
下 部 フ レ ー ム ２ ０ の 底 壁 ２ ２ に モ ー タ 台 ユ ニ ッ ト ３ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 モ ー タ 台 ユ
ニ ッ ト ３ ０ は 、 サ ブ フ レ ー ム ４ ０ に 用 紙 送 り ロ ー ラ ３ ２ と モ ー タ ３ ８ を 支 持 し 、 さ ら に プ
ラ テ ン ５ ０ を 支 持 し て い る 。
す な わ ち 、 サ ブ フ レ ー ム ４ ０ は 下 部 フ レ ー ム ２ ０ の 底 壁 ２ ２ に 重 ね て 取 り 付 け ら れ る ベ ー
ス 壁 ４ ２ と 、 ベ ー ス 壁 ４ ２ の 両 端 か ら 立 ち 上 が る 側 壁 ４ ４ と を 有 し 、 用 紙 送 り ロ ー ラ ３ ２
を 固 定 し た ロ ー ラ 軸 ３ ４ の 両 端 を 側 壁 ４ ４ 、 ４ ４ に 貫 通 さ せ て 、 当 該 ロ ー ラ 軸 ３ ４ を 支 持
し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ロ ー ラ 軸 ３ ４ の 一 端 に は プ ー リ ３ ５ が 固 定 さ れ 、 モ ー タ ３ ８ と プ ー リ ３ ５ の 間 が ベ ル ト ３
６ で 連 結 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 用 紙 送 り ロ ー ラ ３ ２ が モ ー タ ３ ８ で 回 転 駆 動 さ れ る 。
サ ブ フ レ ー ム ４ ０ の 側 壁 ４ ４ は 、 ロ ー ラ 軸 ３ ４ の 貫 通 部 の 後 方 に お い て 、 後 述 す る よ う に
、 内 側 へ 直 角 に 折 り 曲 げ ら れ 、 ベ ー ス 壁 ４ ２ と 平 行 の フ ラ ン ジ 部 ４ ６ と な っ て い る 。 こ の
フ ラ ン ジ 部 ４ ６ に プ ラ テ ン ５ ０ の 両 端 が 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ は 、 ベ ー ス ユ ニ ッ ト １ ０ と プ リ ン タ 機 構 ユ ニ ッ ト ７ ０ と を 組 み 立 て た 状 態 に お け る 印
字 ヘ ッ ド ７ ６ と モ ー タ 台 ユ ニ ッ ト ３ ０ と の 相 対 配 置 を 示 し て い る 。
印 字 ヘ ッ ド ７ ６ は 、 ガ イ ド ロ ッ ド ７ ８ に そ っ て ス ト ロ ー ク す る と き 、 そ の 図 示 し な い ワ イ
ヤ ピ ン が プ ラ テ ン ５ ０ の 上 面 上 を 所 定 の 間 隙 で ス ラ イ ド す る よ う に な っ て い る 。 こ こ で の
所 定 の 間 隙 は 、 用 紙 の 厚 さ に 対 し て 微 少 な 余 裕 を も た せ て レ ベ ル に 設 定 さ れ て い る 。
サ ブ フ レ ー ム ４ ０ の フ ラ ン ジ 部 ４ ６ に 支 持 さ れ る プ ラ テ ン ５ ０ の 両 端 に は 弾 性 ブ ロ ッ ク ５
５ が 焼 き 付 け ら れ て お り 、 プ ラ テ ン ５ ０ は こ の 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ を 介 し て フ ラ ン ジ 部 ４ ６
に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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図 ４ は 、 プ ラ テ ン ５ ０ の 支 持 構 造 の 詳 細 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
プ ラ テ ン ５ ０ の 両 端 に は そ れ ぞ れ 、 印 字 ヘ ッ ド ７ ６ に 対 向 す る 上 面 ５ ０ ａ と 反 対 側 の 裏 面
５ ０ ｂ に 、 ゴ ム な ど の 弾 性 材 か ら な る ブ ロ ッ ク 本 体 ５ ７ が 焼 付 け に よ り 固 定 さ れ て い る 。
弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ の 下 面 は 、 サ ブ フ レ ー ム ４ ０ の フ ラ ン ジ 部 ４ ６ に 対 応 し て い る 。
弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ の 下 面 側 に は ブ ロ ッ ク 本 体 ５ ７ に 固 定 用 部 材 と し て の イ ン サ ー ト ６ ０ が
埋 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ５ に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 イ ン サ ー ト ６ ０ の 下 端 面 ６ ２ は 周 囲 の ブ ロ ッ ク 本 体 ５ ７ の 下
面 と 面 一 と さ れ 、 イ ン サ ー ト ６ ０ に は 上 下 方 向 に 雌 ネ ジ ６ ４ が 形 成 さ れ て 、 該 雌 ネ ジ は 下
端 面 ６ ２ に 開 口 し て い る 。 下 端 面 ６ ２ は フ ラ ン ジ 部 ４ ６ と の 当 接 面 と な る 。
図 ４ に 戻 っ て 、 イ ン サ ー ト ６ ０ の 長 さ は 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ の 高 さ 寸 法 Ｈ よ り 短 く 、 好 ま し
く は イ ン サ ー ト ６ ０ の 長 さ を Ｈ の ２ ／ ３ ま で と し て 、 イ ン サ ー ト ６ ０ の 上 端 は 弾 性 ブ ロ ッ
ク ５ ５ の 上 面 （ プ ラ テ ン ５ ０ の 裏 面 ５ ０ ｂ ） よ り 低 い 位 置 に 止 ま る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
イ ン サ ー ト ６ ０ の 雌 ネ ジ ６ ４ に 対 応 し て 、 サ ブ フ レ ー ム ４ ０ の フ ラ ン ジ 部 ４ ６ に は ネ ジ 穴
４ ７ が 設 け ら れ 、 フ ラ ン ジ 部 ４ ６ の 下 方 か ら ネ ジ 穴 ４ ７ を 通 し て 固 定 ネ ジ ５ ８ を イ ン サ ー
ト ６ ０ の 雌 ネ ジ ６ ４ に ね じ 込 む こ と に よ り 、 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ が フ ラ ン ジ 部 ４ ６ に 固 定 さ
れ 、 し た が っ て プ ラ テ ン ５ ０ が サ ブ フ レ ー ム ４ ０ に 固 定 さ れ る 。
弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ の 高 さ 寸 法 Ｈ は 、 印 字 ヘ ッ ド ７ ６ と プ ラ テ ン ５ ０ 間 の 間 隙 が が 設 定 値 Ｇ
と な る よ う 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
固 定 ネ ジ ５ ８ は 、 下 端 面 ６ ２ が 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ の 下 面 と 面 一 で あ る イ ン サ ー ト ６ ０ を 、
フ ラ ン ジ 部 ４ ６ に 締 め 付 け る だ け で あ る か ら 、 固 定 ネ ジ ５ ８ の 締 め 具 合 に よ っ て 弾 性 ブ ロ
ッ ク ５ ５ の 高 さ 寸 法 Ｈ が 変 化 す る こ と は な い 。
ま た 、 サ ブ フ レ ー ム ４ ０ と プ ラ テ ン ５ ０ の 間 は 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ の み で 接 続 し て い る か ら
、 プ ラ テ ン ５ ０ の 振 動 は 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ で 減 衰 さ れ 、 サ ブ フ レ ー ム ４ ０ へ 伝 達 さ れ な い
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 実 施 の 形 態 は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ 、 プ ラ テ ン ５ ０ は そ の 両 端 に 接 合 さ れ た 弾 性 ブ ロ ッ
ク ５ ５ を 介 し て サ ブ フ レ ー ム ４ ０ に 支 持 さ れ 、 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ は 、 弾 性 材 の ブ ロ ッ ク 本
体 ５ ７ に サ ブ フ レ ー ム ４ ０ の フ ラ ン ジ 部 ４ ６ と 当 接 す る 当 接 面 を 備 え る イ ン サ ー ト ６ ０ を
埋 め 込 ん で な り 、 イ ン サ ー ト ６ ０ は ブ ロ ッ ク 本 体 ５ ７ と プ ラ テ ン ５ ０ と の 接 合 面 か ら は 離
間 し て い る も の と し た 。 こ れ に よ り 、 イ ン サ ー ト ６ ０ と フ ラ ン ジ 部 ４ ６ と を 固 定 ネ ジ ５ ８
で 結 合 す る こ と に よ り 、 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ が サ ブ フ レ ー ム ４ ０ 、 し た が っ て ま た 下 部 フ レ
ー ム ２ ０ に 固 定 さ れ る と と も に 、 イ ン サ ー ト ６ ０ は プ ラ テ ン ５ ０ と 直 接 接 続 し て い な い か
ら 、 プ ラ テ ン ５ ０ の 振 動 は 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ で 減 衰 さ れ サ ブ フ レ ー ム ４ ０ お よ び 下 部 フ レ
ー ム ２ ０ に 伝 達 さ れ ず 、 大 き な 印 字 音 を 発 生 さ せ な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ を フ ラ ン ジ 部 ４ ６ に 結 合 す る に 際 し て 、 ブ ロ ッ ク 本 体 ５ ７ を 圧 縮
す る こ と が な い の で 、 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ の 高 さ 寸 法 が 変 化 す る こ と は な く 、 し た が っ て 、
印 字 ヘ ッ ド ７ ６ と プ ラ テ ン ５ ０ 間 の 間 隙 を 高 精 度 の も の と す る こ と が で き る 。
そ し て 、 プ ラ テ ン ５ ０ を サ ブ フ レ ー ム ４ ０ に 取 り 付 け る 際 の 部 品 は １ 本 の ネ ジ だ け で あ る
か ら 、 構 成 簡 単 で 、 低 コ ス ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ は プ ラ テ ン ５ ０ の 裏 面 に 焼 付 け で 接 合 さ れ て 確 実 に 接 続 さ れ る と
と も に 、 イ ン サ ー ト ６ ０ は 接 合 面 と 反 対 側 の 面 に 当 接 面 を 備 え て 、 こ れ を フ ラ ン ジ 部 ４ ６
の 上 に 載 せ る 配 置 と な っ て い る の で 、 実 質 上 プ ラ テ ン ５ ０ の 自 重 に よ っ て 変 位 す る こ と な
く 、 あ る い は 印 字 中 の 印 字 ヘ ッ ド ７ ６ に よ る イ ン パ ク ト 力 に よ っ て も 変 位 す る こ と は な い
の で 、 振 動 伝 達 を 防 止 し な が ら 高 い 剛 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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図 ６ は 変 形 例 を 示 す 。 （ ａ ） は 図 ４ の 片 側 部 分 に 相 当 す る 断 面 図 、 （ ｂ ） は サ ブ フ レ ー ム
の 外 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
プ ラ テ ン ５ ０ の 裏 面 に 接 合 さ れ る 弾 性 ブ ロ ッ ク と し て 、 イ ン サ ー ト ６ ０ を そ の 当 接 面 が 側
方 を 向 く よ う に 側 面 に 埋 め 込 ん だ 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ ’ を 用 い 、 サ ブ フ レ ー ム の 側 壁 ４ ４ ’
に 切 り 起 こ し 等 に よ り 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ ’ の 受 け 面 ４ ８ を 設 け る 。
側 壁 ４ ４ ’ に は ネ ジ 穴 ４ ７ が 設 け ら れ る 。 イ ン サ ー ト ６ ０ の 当 接 面 を 側 壁 ４ ４ ’ に 当 接 さ
せ る と と も に 、 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ ’ の 下 面 を 受 け 面 ４ ８ に 当 接 さ せ て 、 側 壁 ４ ４ ’ の 側 方
か ら ネ ジ 穴 ４ ７ を 通 し て 固 定 ネ ジ ５ ８ を イ ン サ ー ト ６ ０ の 雌 ネ ジ ６ ４ に ね じ 込 む こ と に よ
り 、 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ ’ が 側 壁 ４ ４ ’ に 固 定 さ れ る 。
こ の 変 形 例 に よ っ て も 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ７ は 第 ２ の 実 施 例 を 示 す 図 ４ 相 当 の 断 面 図 で あ る 。 こ れ は 第 １ の 実 施 例 に 対 し て 固 定 用
部 材 を 異 な ら せ た も の で あ る 。
弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ Ａ が そ の ブ ロ ッ ク 本 体 ５ ７ Ａ を 第 １ の 実 施 例 と 同 様 に プ ラ テ ン ５ ０ の 両
端 裏 面 に 焼 付 け に よ り 接 合 さ せ て あ る 。
弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ Ａ は そ の 下 面 に 固 定 用 部 材 と し て の ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ を 備 え る 。 ブ ラ ケ ッ
ト ６ ５ は 板 部 ６ ６ と 板 部 ６ ６ の 中 央 に 溶 接 さ れ て 外 方 （ 図 で は 下 方 ） に 延 び る 雄 ネ ジ ６ ７
と か ら な り 、 板 部 ６ ６ と ブ ロ ッ ク 本 体 ５ ７ Ａ と は 焼 付 け に よ り 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
サ ブ フ レ ー ム ４ ０ の 側 壁 ４ ４ か ら 水 平 方 向 に 延 び る フ ラ ン ジ 部 ４ ６ に は ネ ジ 穴 ４ ７ が 設 け
ら れ て い る 。 ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ の 雄 ネ ジ ６ ７ を フ ラ ン ジ 部 ４ ６ の 上 方 か ら ネ ジ 穴 ４ ７ に 通 し
、 板 部 ６ ６ の 下 面 を フ ラ ン ジ 部 ４ ６ に 当 接 さ せ て ナ ッ ト ６ ８ で 固 定 す る こ と に よ り 、 プ ラ
テ ン ５ ０ が サ ブ フ レ ー ム に 固 定 さ れ る 。
こ こ で は 、 板 部 ６ ６ の 下 面 が 当 接 面 と な っ て い る 。
そ の 他 の 構 成 は 第 １ の 実 施 例 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ Ａ の サ ブ フ レ ー ム ４ ０ へ の 取 り 付 け は 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ と フ ラ ン ジ 部 ４
６ と を そ の 雄 ネ ジ ６ ７ と ナ ッ ト ６ ８ で 結 合 す る だ け で あ り 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ は プ ラ テ ン ５
０ と 直 接 接 続 し て い な い か ら 、 プ ラ テ ン ５ ０ の 振 動 は 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ Ａ で 減 衰 さ れ て サ
ブ フ レ ー ム ４ ０ お よ び 下 部 フ レ ー ム （ ２ ０ ） に 伝 達 さ れ ず 、 ま た 、 ナ ッ ト ６ ８ の 締 め 具 合
に よ っ て 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ Ａ の 高 さ 寸 法 が 変 化 す る こ と も な い 。
し た が っ て こ の 第 ２ の 実 施 例 に よ っ て も 、 第 １ の 実 施 例 と 同 じ 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ８ は 第 ２ の 実 施 例 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
第 １ の 実 施 例 の 変 形 例 と 同 じ く 、 サ ブ フ レ ー ム の 側 壁 ４ ４ ’ に 切 り 起 こ し 等 に よ り 受 け 面
４ ８ を 設 け 、 ま た ネ ジ 穴 ４ ７ が 設 け ら れ る 。
プ ラ テ ン ５ ０ の 裏 面 に 接 合 さ れ る 弾 性 ブ ロ ッ ク と し て 、 側 面 に 固 定 用 部 材 と し て の ブ ラ ケ
ッ ト ６ ５ ’ を 備 え る 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ Ａ ’ を 用 い る 。 ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ ’ は 板 部 ６ ６ ’ と 板
部 ６ ６ ’ の 中 央 に 溶 接 さ れ て 外 方 （ 図 で は 側 方 ） に 延 び る 雄 ネ ジ ６ ７ と か ら な り 、 板 部 ６
６ ’ と ブ ロ ッ ク 本 体 ５ ７ Ａ ’ と は 焼 付 け に よ り 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ ’ の 雄 ネ ジ ６ ７ を 側 壁 ４ ４ ’ の 側 方 か ら ネ ジ 穴 ４ ７ に 通 し 、 板 部 ６ ６ ’ を
側 壁 ４ ４ ’ に 当 接 さ せ る と と も に 、 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ Ａ ’ の 下 面 を 受 け 面 ４ ８ に 当 接 さ せ
て 、 ナ ッ ト ６ ８ で 固 定 す る こ と に よ り 、 プ ラ テ ン ５ ０ が サ ブ フ レ ー ム に 固 定 さ れ る 。
な お 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ ５ ’ の 板 部 ６ ６ ’ は 弾 性 ブ ロ ッ ク ５ ５ Ａ ’ の 高 さ 寸 法 Ｈ よ り も 小 さ く
し て 、 板 部 ６ ６ ’ の 端 縁 が プ ラ テ ン ５ ０ と 接 触 し な い よ う に 設 定 さ れ る 。
こ の 変 形 例 に よ っ て も 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 上 記 各 実 施 例 で は プ ラ テ ン ５ ０ を 弾 性 ブ ロ ッ ク を 介 し て 支 持 す る フ レ ー ム は 、 モ ー
タ 台 ユ ニ ッ ト ３ ０ に お け る サ ブ フ レ ー ム ４ ０ の フ ラ ン ジ 部 ４ ６ あ る い は 側 壁 ４ ４ ’ と し た
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が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ベ ー ス ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 下 部 フ レ ー ム に フ ラ ン ジ 部 等 を 形 成 し
て 使 用 す る こ と も で き 、 要 は ベ ー ス ユ ニ ッ ト に お け る 固 定 側 部 材 で あ れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 例 に か か る イ ン パ ク ト プ リ ン タ の 内 部 構 造 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ベ ー ス ユ ニ ッ ト の 下 部 フ レ ー ム の 内 側 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 印 字 ヘ ッ ド と モ ー タ 台 ユ ニ ッ ト と の 相 対 配 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 プ ラ テ ン の 支 持 構 造 の 詳 細 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 弾 性 ブ ロ ッ ク を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 変 形 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 例 に お け る プ ラ テ ン の 支 持 構 造 の 詳 細 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ２ の 実 施 例 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 他 の 従 来 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 ベ ー ス ユ ニ ッ ト
１ ２ 　 　 　 テ ー ブ ル
１ ４ 、 １ ６ 　 　 開 口
２ ０ 　 　 　 下 部 フ レ ー ム
２ ２ 　 　 　 底 壁
３ ０ 　 　 　 モ ー タ 台 ユ ニ ッ ト
３ ２ 　 　 　 用 紙 送 り ロ ー ラ
３ ４ 　 　 　 ロ ー ラ 軸
３ ５ 　 　 　 プ ー リ
３ ６ 　 　 　 ベ ル ト
３ ８ 　 　 　 モ ー タ
４ ０ 　 　 　 サ ブ フ レ ー ム （ フ レ ー ム ）
４ ２ 　 　 　 ベ ー ス 壁
４ ４ 、 ４ ４ ’ 　 　 側 壁
４ ６ 　 　 　 フ ラ ン ジ 部
４ ７ 　 　 　 ネ ジ 穴
４ ８ 　 　 　 受 け 面
５ ０ 　 　 　 プ ラ テ ン
５ ０ ａ 　 　 上 面
５ ０ ｂ 　 　 裏 面
５ ５ 、 ５ ５ ’ 、 ５ ５ Ａ 、 ５ ５ Ａ ’ 　 　 弾 性 ブ ロ ッ ク
５ ７ 、 ５ ７ Ａ 　 　 ブ ロ ッ ク 本 体
５ ８ 　 　 　 固 定 ネ ジ （ 連 結 部 材 ）
６ ０ 　 　 　 イ ン サ ー ト （ 固 定 用 部 材 ）
６ ２ 　 　 　 下 端 面 （ 当 接 面 ）
６ ４ 　 　 　 雌 ネ ジ
６ ５ 、 ６ ５ ’ 　 　 ブ ラ ケ ッ ト （ 固 定 用 部 材 ）
６ ６ 、 ６ ６ ’ 　 　 板 部
６ ７ 　 　 　 雄 ネ ジ
６ ８ 　 　 　 ナ ッ ト （ 連 結 部 材 ）
７ ０ 　 　 　 プ リ ン タ 機 構 ユ ニ ッ ト
７ ２ 　 　 　 上 部 フ レ ー ム
７ ４ 　 　 　 ガ イ ド プ レ ー ト
７ ６ 　 　 　 印 字 ヘ ッ ド
７ ８ 　 　 　 ガ イ ド ロ ッ ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(8) JP 2004-276297 A 2004.10.7



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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